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学
力
の
向
上
に
向
け
て
、
各
校
の
授
業

規
律
と
家
庭
学
習
の
状
況
を
共
有
し
た
ほ

か
、
授
業
開
始
前
の
心
構
え
の
統
一
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

特
別
な
指
導
を
要
す
る
児
童
・
生
徒
に

対
し
て
の
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
ほ

か
、
授
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
習
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
た
め
の
連

続
し
た
9
年
間
の
教
育
課
程
の
編
成
を
目

指
し
、
今
年
度
は
小
中
の
接
続
期
の
学
習

に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
ま
た
、
既
に

小
中
一
貫
教
育
を
導
入
し
て
い
る
学
校
の

教
職
員
を
講
師
に
招
き
、
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

目
指
す
小
中
一
貫
教
育
で
は
、
5
つ
の
学

校
間
の
連
携
強
化
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒

が
安
心
で
き
る
学
習
環
境
の
整
備
を
目
指

し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
小
中
一
貫
教
育
の
推
進

体
制
を
つ
く
り
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力

向
上
も
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
貫
教
育
の
導
入
に
は
、
義
務
教
育
9

年
間
を
連
続
し
た
期
間
と
捉
え
て
編
成
さ

れ
た
教
育
課
程
が
必
要
で
す
。
既
に
小
中

一
貫
教
育
を
導
入
し
て
い
る
北
御
牧
小
中

学
校
で
は
、
先
に
連
携
教
育
を
行
う
中
で
、

教
職
員
が
課
題
な
ど
を
洗
い
出
し
な
が
ら

9
年
間
の
教
育
課
程
を
編
成
し
、
後
に
一

貫
教
育
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

東
部
中
学
校
区
に
お
い
て
も
、
ま
ず
は

小
中
連
携
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
学
区
内
の
小
中
学
校
の

教
職
員
が
集
ま
っ
て
6
つ
の
企
画
部
会
を

組
織
し
、
部
会
ご
と
に
各
校
の
教
職
員
が

情
報
共
有
し
な
が
ら
、
連
携
教
育
の
進
め

方
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

小中一貫教育による特色ある教育活動の推進 ⑫

小中一貫教育の導入に向けた
東部中学校区の取り組み

シリーズ

　
北
御
牧
小
中
学
校
で
は
、
平
成
25
年
度

か
ら
小
中
一
貫
教
育
を
導
入
し
、
徐
々
に

そ
の
成
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
東
部
中
学
校
区
に
お
い

て
も
一
貫
教
育
導
入
を
見
据
え
て
、
そ
の

前
段
階
と
な
る
「
小
中
連
携
教
育
」
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
、
家
庭
内
暴
力
な
ど
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
多
様
を
極
め

る
中
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
や
資
質
、
豊

か
な
人
間
性
を
ど
の
よ
う
に
育
む
か
が
、

学
校
教
育
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
4
つ
の
小
学
校
が
あ
る
東

部
中
学
校
区
に
お
い
て
は
、「
中
一
ギ
ャ
ッ

プ
」（
中
学
校
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
生

徒
が
新
し
い
環
境
に
馴
染
め
な
い
こ
と
）

の
予
防
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
導
入
を

○
学
力
向
上
部
会

○
特
別
支
援
教
育
部
会

○
研
究・研
修
部
会

東
部
中
学
校
区
で
目
指
す

小
中
一
貫
教
育
と
は

ま
ず
は
、小
中
連
携
教
育
を

進
め
て
い
ま
す

小
中
連
携
教
育
の取り

組
み
状
況

新しい人間関係

難しくなる勉強

部活動

▶
部
会
で
の
作
業

▲小中一貫教育導入校の事例を学ぶ

小
中
の
教
職
員
で
つ
く
る

６
つ
の
企
画
部
会
を
組
織
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学
校
と
の
連
携
強
化
と
、
4
小
学
校
の
情

報
共
有
を
目
的
に
、
今
年
度
か
ら
田
中
小

学
校
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
連
携
教
員
）

1
名
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

地
域
と
の
連
携
を
図
る
た
め
、
昨
年
12

月
5
日
に
、
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

や
学
校
評
議
員
、
学
校
応
援
団
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
総
合
計
画
推
進
市
民
会
議
な
ど
の
代

表
者
で
組
織
す
る
準
備
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
目
指
す
べ
き
小
中
連
携
教
育
に
つ
い

て
説
明
し
た
ほ
か
、
4
地
区
の
地
区
館
長

ま
た
は
地
域
づ
く
り
支
援
員
を
窓
口
に
し

て
、
地
域
と
の
連
携
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
5
月
を
目
途
に
、
地
域
の
代

表
者
や
保
護
者
な
ど
で
組
織
す
る
「
連
携

教
育
推
進
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
る
予
定

で
す
。
学
校
と
地
域
と
を
つ
な
ぐ
役
割
を

担
う
こ
の
委
員
会
で
は
、
地
域
が
望
む
連

携
教
育
を
つ
く
る
た
め
に
、
年
4
回
の
会

合
の
中
で
、
連
携
教
育
の
基
本
方
針
等
へ

の
助
言
や
学
校
の
取
り
組
み
に
対
す
る
評

価
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
の
教
職
員
で
組
織
す
る
連

携
教
育
実
行
委
員
会
や
6
つ
の
企
画
部
会

の
活
動
も
並
行
し
て
行
い
、
学
校
間
の
情

報
共
有
と
質
の
高
い
教
育
環
境
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

教
職
員
同
士
が
児
童
・
生
徒
の
生
活
指

導
上
の
諸
問
題
を
共
有
し
、
発
達
段
階
に

即
し
た
指
導
・
啓
発
に
つ
い
て
検
討
し
た

ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

の
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒

の
交
流
と
学
校

間
の
相
互
理
解

を
目
的
に
、
中

学
生
が
小
学
校

4
校
に
出
向
き
、

児
童
・
生
徒
合

同
に
よ
る
あ
い

さ
つ
運
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

小
中
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
あ
り
方
を
検
討

し
、
9
年
間
の
継
続
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

児
童
数
が
多
い
田
中
小
学
校
と
東
部
中

●
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課　

学
校
教
育
係

　

☎
64

－

５
８
７
９

コーディネーターの抱負
○
児
童
生
徒
理
解
部
会

○
キ
ャ
リ
ア
教
育
部
会

○
児
童
生
徒
活
動
部
会

　私は本年度、田中小学校と東部中
学校の連携教員として配置され、中
学校の英語と小学校の算数支援を担
当していますが、学習指導とは別に、
中学校の学習の様子や行事の雰囲気
を児童に伝える取り組みも行ってい
ます。写真を添えたポスターを作り、
小学校に掲示したところ、中学校生
活について疑問に思ったことを質問
にきてくれる児童もいました。この
取り組みにより、6年生が少しでも
希望や意欲を持って中学校に入学し
てくれることを願っています。

東
ひがしかわ

川春
はる

菜
な

先生

東部中学校区における小中連携教育の推進体制

東部中学校区
校長会

小中職員企画部会

市教育委員会

連携教育実行委員会
校長及び教頭の代表者、連携教員、企画部会の責任者　他

連携教育推進委員会（5月発足予定）
地域の諸団体の代表者、

保護者の代表者、教職員　他

●学力向上部会
●特別支援教育部会
●研究・研修部会
●児童生徒理解部会
●児童生徒活動部会
●キャリア教育部会

田中地区 滋野地区 祢津地区 和地区

学校と地域を
つなぐ役割

窓口は、地区館長と
地域づくり支援員

今
後
の
取
り
組
み

▲東部中学校の様子を伝えるポスター

▶
あ
い
さ
つ
運
動

地
域
と
の
連
携
に
向
け
て

準
備
会
を
開
催

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
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火
災
発
生
の
原
因
は
、「
つ
い
、
う
っ

か
り
…
」
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
一
人
ひ
と

り
の
火
の
取
扱
い
に
対
す
る
「
不
注
意
」

と
「
過
信
」
が
火
災
を
招
き
ま
す
。

　

特
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
季
は
空
気
が
乾

燥
し
、
わ
ず
か
な
火
種
で
も
火
災
に
つ
な

が
り
ま
す
。
春
先
に
多
発
す
る
、
た
き
火

が
原
因
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
た
き
火
の

際
は
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

住宅用火災警報器の電池切れにご注意！！
定期的に作動確認をしましょう。

　　
た
き
火
を
す
る
際
は
、
必
ず
消
防
署
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　
た
き
火
は
、日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
の
間
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
乾
燥
注
意
報
な
ど
が
出
て
い
る
時
や
風
の
強
い
時
は
、
た

き
火
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

　
必
ず
水
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意
し
、消
火
の
準
備
を
し
ま
し
ょ

う
。

　
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
田
畑
の
枯
草
焼
き
は
、
必
ず
防
火
帯
を
作
っ
て
か
ら
大
勢

で
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、風
下
か
ら
火
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　
た
き
火
の
際
は
、そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
少
し
ず
つ
燃
や
し
て
、
炎
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
再
び
燃
え
出
さ
な
い
よ
う
に
、
完
全
に
火
が
消
え
た
こ
と

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

春
先
は
、た
き
火
が
原
因
の
火
災
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

火
災
多
発
警
報
発
令
中
！

●
た
き
火
を
す
る
際
の
連
絡
先　

東
御
消
防
署　

☎
62

－

０
１
１
９

た
き
火
を
始
め
る
前

平成26年に市内で発生した火災
◦火災件数　　17件

◦損害額
　約2,662万円

た
き
火
を
し
て
い
る
時・終
わ
っ
た
後

た
き
火
の
際
の
心
が
け

消防署からの
お願い

＜内訳＞	・建　物　₆件
	 ・林　野　₁件
	 ・車　両　₅件
	 ・その他　₅件
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●
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
づ
く
り
支
援
室　

☎
71

－

６
７
９
０

地
域
づ
く
り

　
活
動
補
助
金
事
業

　

市
で
は
、
地
域
の
活
性
化
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、
区
や
そ

の
他
の
公
共
的
団
体
が
自
ら
考
え
、
行
動

を
起
こ
す
地
域
づ
く
り
活
動
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
6
団
体
が
こ
の
補
助

金
を
活
用
し
ま
し
た
。

元気な
地域を
応援します！

田沢おらほ村活性化委員会

祢津地区子ども会育成連絡協議会

青少年支援チーム

白　樺　区

上小ぷれジョブ連絡協議会東御支会

御牧原北部区

　地域内の名所や旧跡等の案内看板の
設置などを進めました。

　祢津小学校の校庭に、手づくりの土
俵を設置しました。

　中学校卒業後に、学習や就労を必要
とする青少年の支援を行いました。

　区民の手で、掲示板の設置などを進
めました。

　のぼり旗やチラシ等を作り、「ぷれ
ジョブ」の周知に活用しました。

　モニュメント「自然と生命」の移設
に併せ、案内板を設置しました。

新
・
北
御
牧
学
校

　

給
食
セ
ン
タ
ー
が

　
　
　

稼
動
し
ま
し
た

　

市
が
昨
年
4
月
か
ら
建
替
え
工
事

を
進
め
て
い
た
北
御
牧
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
が
完
成
し
、
1
月
28
日
か
ら

稼
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
は
北
御
牧

小
学
校
の
校
舎
北
側
に
位
置
し
、
子

ど
も
た
ち
の
食
育
を
目
的
に
見
学
室

を
2
階
部
分
に
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、

1
階
部
分
の
調
理
室
に
は
、
現
在
の

衛
生
管
理
基
準
に
合
わ
せ
た
ド
ラ
イ

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
ほ
か
、
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
食
専
用
調
理
室
を
設
け
、

よ
り
安
全
・
安
心
な
給
食
の
提
供
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を
祝

う
竣
工
式
は
、
3
月
25
日
に
行
う
予

定
で
す
。

▲完成した新しい給食センター
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●
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
課　

人
権
同
和
教
育
係　

☎
64

－

５
９
０
２

一
人
ひ
と
り
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

平
成
26
年
度
人
権
啓
発
学
習
会
終
わ
る
！

　

市
で
は
、
心
の
偏
見
や
部
落
差
別
を
は

じ
め
と
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す

こ
と
を
目
的
に
、
人
権
啓
発
学
習
会
を
開

い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
6
月
か
ら
10
月
ま
で
の
期

間
に
、
田
中
、
祢
津
、
北
御
牧
（
田
楽
平

～
宮
）
の
3
地
区
の
各
区
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。
毎
回
、
区
役
員
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
市
内
小
中

学
校
の
先
生
方
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ビ
デ
オ
視
聴
、
話
し

●内容はよかったと思います。和やかな
雰囲気の中で熱心な話し合いができま
した。小・中学生の親世代の方の出席
があればもっとよかったと思いました。
ビデオから地域で子どもを育てていく
こと、人と人とのつながりを思い起こさ
せていただきました。

●初めて参加しましたが、地域の皆さん
と一緒に学習する機会となり、うれし
かったです。「直接顔を合わせる」「直
接話をする」ことの大切さを参加した
皆さんに教えていただきました。桃香※

さんのように心を開いて話しかけるこ
とができるか、自分では自信がないが、
先入観やうわさをうのみにせず、向か
い合うことを心がけていきたいと感じ
ました。

※ビデオ「桃香の自由帳」の登場人物

●とても考えさせられる内容でした。はじ
めに読んだ資料もビデオも自分自身が
自分をふり返ることができました。よく
知らないのに思い込みで相手をさけた
り、関わらないようにしたりすることが
あったことをとても反省しています。自
分のまわりにある偏見などに自分で気
づける自分でありたいです。

合
い
を
通
し
て
お
互
い
の
人
権
感
覚
を
高

め
ま
し
た
。

●
6
月
16
日
～
25
日

　

田
中
地
区
（
8
区
）	

１
４
０
名
参
加

●
7
月
14
日
～
30
日

　

北
御
牧
地
区
（
12
区
）	

１
４
６
名
参
加

●
10
月
14
日
～
30
日

　

祢
津
地
区
（
11
区
）　

１
６
３
名
参
加

　

今
回
い
た
だ
い
た
多
く
の
ご
意
見
・
ご

感
想
を
参
考
に
、
来
年
度
は
滋
野
、
和
、

北
御
牧
（
畔
田
～
牧
ヶ
原
）
の
3
地
区
で

学
習
会
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。
相
手
の

気
持
ち
に
な
っ
て
考
え
る
心
を
大
切
に
し

て
、
自
分
自
身
の
人
権
感
覚
を
磨
く
た
め

に
も
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
開
催
状
況

参加者の感想

　

2
月
14
日
、
東
御
市
男
女
共
同
参
画
の

つ
ど
い
を
市
中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
集
い
は
、
男
女
が
互
い
に
認
め
合

い
、
助
け
合
う
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、

市
と
実
行
委
員
会
が
毎
年
開
い
て
い
る
も

の
で
、
式
典
で
は
実
行
委
員
が
、
市
内
で

行
わ
れ
て
い
る
共
に
支
え
あ
う
地
域
づ
く

り
の
実
例
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
い
て
、
作
家
の
落お

ち

合あ
い

恵け
い

子こ

さ

ん
が
「
自
分
を
生
き
る 

～
そ
れ
ぞ
れ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
『
色
』
に
輝
い
て
～
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
し
ま
し
た
。
講
演
の
中

で
落
合
さ
ん
は
、
男
女
共
同
参
画
の
基
本

に
あ
る
の
は
人
権
と
し
た
上
で
、「
自
分

が
自
分
を
生
き
て
い
く
こ
と
が
男
女
共
同

参
画
。
や
さ
し
い
自
分
、
怒
れ
る
自
分
、

異
議
あ
り
と
手
を
挙
げ
る
自
分
、
ど
れ
も

大
事
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
か

け
て
い
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

作
家
・
落
合
恵
子
さ
ん
が
講
演

▲男女共同参画や人権について語る
落合さん
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●
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課　

保
育
係　

☎
64

－

５
９
０
３

〝
レ
ッ
ツ
15
タ
イ
ム
〟で

「
運
動
あ
そ
び
」
の
定
着
を
！

い
ち
ご

「
レ
ッ
ツ
15
タ
イ
ム
」

医
療
関
係
者
ら
が
高
評
価

　

少
子
化
や
都
市
化
な
ど
、
子
ど

も
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る

中
、
保
育
の
現
場
で
は
、
心
身
の

健
や
か
な
成
長
に
欠
か
せ
な
い
、

体
を
動
か
す
体
験
を
如
何
に
確
保

す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
身
体
教
育
医
学
研
究
所
の
協

力
に
よ
り
、
子
ど
も
が
楽
し
い
と

思
え
る
「
運
動
あ
そ
び
」
を
市
立

　

市
立
保
育
園
で
取
り
入
れ
て
い

る
「
レ
ッ
ツ
15
タ
イ
ム
」
が
、
運

動
器
障
害
を
防
ぐ
優
れ
た
取
り
組

み
な
ど
に
贈
ら
れ
る
「
運
動
器
の

10
年
・
日
本
賞
」（
一
般
財
団
法

人
運
動
器
の
10
年
・
日
本
協
会
主

催
）
の
今
年
度
の
優
秀
賞
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

選
考
に
当
た
っ
た
医
療
分
野
の

専
門
家
か
ら
は
、「
楽
し
み
な
が

ら
体
を
動
か
す
機
会
を
増
や
す
こ

と
で
、
運
動
器
障
害
の
予
防
の
ほ

か
、生
涯
に
わ
た
る
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
の
習
慣
化
や
健
康
増
進
に
結
び

つ
く
」
と
い
う
高
い
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

▲運動あそびに取り組む園児

▲レッツ15タイムを考案した運動あそび専門保育士部会

▲運動あそびを紹介する掲示板

保
育
園
で
取
り
入
れ
、
自
発
的
に

か
ら
だ
を
動
か
し
た
く
な
る
き
っ

か
け
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
は
、
各
園
の

代
表
保
育
士
で
つ
く
る
「
運
動
あ

そ
び
専
門
保
育
士
部
会
」
が
中
心

と
な
っ
て
、
効
果
的
な
運
動
あ
そ

び
な
ど
を
考
案
し
、
保
育
の
現
場

に
取
り
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
度
は
、
部
会
の
提

案
に
よ
り
、
毎
日
15
分
間
体
を
動

か
す
「
レ
ッ
ツ
15
（
い
ち
ご
）
タ

イ
ム
」
を
全
園
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

運
動
あ
そ
び
の
定
着
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
環
境
に
優
し
い
電
気

自
動
車
の
普
及
を
図
る
た
め
、
電

気
自
動
車
用
急
速
充
電
設
備
を
中

央
公
民
館
前
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

充
電
設
備
の
1
回
の
利
用
時
間

の
上
限
は
30
分
で
、
年
末
年
始
を

除
く
午
前
9
時
か
ら
午
後
10
時
ま

で
利
用
可
能
で
す
。
ま
た
、
利
用

に
は
会
員
制
の
課
金
カ
ー
ド
、
ま

た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
必
要

で
、
充
電
1
回
の
料
金
は
最
大
で

１
５
０
０
円
（
非
会
員
・
税
抜
）

に
な
り
ま
す
（
平
成
27
年
３
月
１

日
現
在
）。

　

な
お
、
供
用
開
始
は
平
成
27
年

4
月
の
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い

中
央
公
民
館
前
に

電
気
自
動
車
充
電
設
備
を
設
置

●
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課　

生
活
環
境
係　

☎
64

－

５
８
９
６

て
は
、
今
後
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご 芳 志

●問い合わせ先
　企画財政課　財政係
　☎ 64 － ５９０１

　ご寄附いただき、ありがとう
ございました。厚くお礼申し上
げます。

（平成 27 年 1 月に寄附をいた
だいたものです。）

〈ふるさと東御応援寄附金〉
・鎌田　聖子　様（市外在住）
　（現金 10 万円）
・石井　淳蔵　様（市外在住）
　（現金 10 万円）

　公表については、同意をいた
だいた方のみ掲載しています。

▲急速充電設備（蓄電池内蔵で、停電時の非常用電源
としても活用可能）
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去
る
12
月
16
日
、
高
齢
者
大
学

で
そ
ば
打
ち
講
習
会
を
開
き
ま
し

た
。
粉
を
こ
ね
て
麺
棒
で
延
ば
し
、

上
手
に
で
き
上
が
っ
た
そ
ば
を
皆

で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

　

１
月
20
日
に
は
、
お
正
月
に
ち

な
ん
で
か
る
た
大
会
を
行
い
、
加

沢
の
史
跡
を
題
材
に
作
ら
れ
た

「
加
沢
村
の
歴
史
か
る
た
」を
使
っ

て
か
る
た
取
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
か
る
た
は
、
平
成
25
年
に
加

沢
歴
史
研
究
会
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

編集●生涯学習課　生涯学習・スポーツ係　☎64－5885

　「ふるさと八景」には、たくさんの写真や
俳句、短歌等の作品をご提供いただきありが
とうございました。本年度の作品は、中央公
民館と各地区館を巡回して掲示させていただ
いています。各地区には、まだまだたくさん
の「八景」があると思いますので、来年度も
引き続き募集していく予定です。趣旨をご理
解いただき、今後もご協力をお願いします。

　

新
年
を
迎
え
た
４
日
、
中
央
公

民
館
で
新
春
書
き
初
め
大
会
を
開

き
ま
し
た
。
市
文
化
協
会
書
道
部

会
の
皆
さ
ん
の
指
導
の
下
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
45
人
が
課
題
の

文
字
に
思
い
を
込
め
、
集
中
し
て

黙
々
と
筆
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

女
性
学
級
は
、
月
１
回
の
講
座

で
す
。
こ
れ
ま
で
笑
い
ヨ
ガ
、
上

高
地
で
の
研
修
、
丸
山
晩
霞
記

念
館
で
の
絵
画
鑑
賞
、
ポ
ー
ル

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
、
テ
ー
ブ
ル

マ
ナ
ー
な
ど
様
々
な
分
野
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
。

　

女
性
学
級
の
最
大
の
特
徴
は
、

他
の
講
座
と
異
な
り
、
年
間
計
画

は
受
講
生
が
考
え
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
初
回
に
参
加
者
全
員
で
計

画
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
分

野
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
か
ら
は
「
今
ま
で
や
っ

た
こ
と
の
な
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
」「
自
分
が
や
り
た
い

こ
と
が
講
座
に
な
る
」
と
い
う
嬉

し
い
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

新
春
書
き
初
め
大
会

女
性
学
級

高
齢
者
大
学

そ
ば
打
ち
講
習
会

か
る
た
大
会

行
事
・
学
級
講
座
の
模
様

▲願いを込めて

▲丁寧にそばを延ばす

▲次のかるたは・・・

▲計画づくりワークショップ

「ふるさと八景」へのご応募
ありがとうございました

▲秋の上高地研修

◀ポール
　ウォーキング

▲笑いヨガ
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滋
野
公
民
館
生
涯
学
習
講
座
閉

講
式
後
も
、
水
彩
画
、
樹
脂
粘
土

細
工
（
本
物
そ
っ
く
り
）、
学
校

便
り
等
、
飾
り
棚
は
皆
さ
ん
が
交

代
で
展
示
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
る

で
ミ
ニ

ギ
ャ
ラ

リ
ー
で

す
。

　

１
月
12
日
、
祢
津
公
民
館
に
お

い
て
、
祢
津
地
区
活
性
化
研
究
委

員
会
が
主
催
す
る
第
４
回
祢
津
地

区
方
言
カ
ル
タ
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
地
区
内
の
児
童
、

園
児
の
ほ
か
、
同
伴
し
た
保
護
者

も
飛
び
入
り
で
参
加
。
読
み
手
の

一
声
一
声
で
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら

歓
声
が
上
が
り
、
会
場
は
熱
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

和
公
民
館
で
は
、
12
月
13
日
に

ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
に
も
飾
れ

る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講

習
会
を
開
講
し
ま
し
た
。
講
師
は

山
浦
夏
子
先
生
で
、『
個
人
の
自

由
な
発
想
で
生
け
花
を
楽
し
む
』

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
自
由
な
雰
囲
気

で
毎
年
人
気
の
あ
る
講
座
の
一
つ

で
す
。

　

生
け
花
の
他
に
、
傍
ら
に
飾
る

折
り
紙

な
ど
も

教
え
て

い
た
だ

き
、
好

評
の
う

ち
に
講

座
を
終

了
し
ま

し
た
。

　

11
月
15
～
16
日
の
2
日
間
、
北

御
牧
公
民
館
に
お
い
て
生
涯
学
習

作
品
展
を
開
催
、
い
き
い
き
講
座

の
学
級
生
の
作
品
や
、
各
グ
ル
ー

プ
・
個
人
及
び
保
育
園
児
、
小
学

生
、
中
学
生
の
作
品
約
５
０
０
点

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
恵

ま
れ
、
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ともに調和し楽しむ人生
　ハーモニカクラブの発表を聴きました。70
歳以上の方々10名ほどの合奏です。マイペー
スでは出来ない合奏は大変です。他人の音
を聞き、自分の音とテンポを合わせて演奏し
ます。指揮者の手の動きに合わせ、皆さん集
中し、真剣そのものでした。ここには「調和す
る」という、まさに生き方の基礎基本があり、
感慨ひとしおでした。
　公民館活動は、有形のもの無形のものと
様々ですが、人と出会い調和し、お互いの存
在を尊重し、進めていくことが大事です。そし
て、身に付けた力を地域に還元していきます。
更なる向上を目指し、人生を楽しみましょう。

　東御市公民館（中央、滋野、祢津、和、北御牧各公民館）・図書
館では、各種講座の受講生を募集します。
　申し込み期間：３月２３日（月）～４月８日（水）
※詳細につきましては、３月中旬配布の生涯学習講座・教室のパンフレット
をご覧ください。

公民館長のねがい

＜平成27年度　生涯学習講座の募集＞

　

11
月
23
日
に
実
施
さ
れ
た
海
野

宿
ふ
れ
あ
い
祭
に
併
せ
て
、
恒
例

の
子
ど
も
相
撲
大
会
が
生
涯
学
習

ま
ち
づ
く
り
田
中
地
区
推
進
協
議

会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
盛
況
の
ふ
れ
あ
い
祭
と

あ
っ
て
海
野
宿
一
帯
は
今
年
も
た

く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
相
撲
大
会
に
も
園

児
、
小
学
生
等
62
人
の
参
加
が
あ

り
、
土
俵
を
取
り
囲
ん
だ
保
護
者

や
見
物
客
の
前
で
か
わ
い
い
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
中
に

は
、
女
の
子
が
男
の
子
を
押
し
出

す
場
面
も
見
ら
れ
、
白
鳥
神
社
境

内
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

方
言
カ
ル
タ
大
会今

年
も
開
催

祢
津
地
区

生
涯
学
習
作
品
展
開
催

北
御
牧
地
区

ふ
れ
あ
い
講
座

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会

和
地
区

地
区
公
民
館
の
活
動

子
ど
も
相
撲
大
会

～
白
鳥
神
社
境
内
～

田
中
地
区

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は

い
つ
も
に
ぎ
や
か

滋
野
地
区

▲かわいい熱戦

▲いつもにぎやかな飾り棚

▲同時はじゃんけんで

▲力作が並ぶ

▲できあがった作品の前で
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卒園おめでとう

北御牧保育園

祢津保育園

小林己和子園長先生から
　豊かな自然に恵まれ、たくさんの思い出をもって、小学
校にいきます。これからも応援よろしくお願いします。

傳田和子園長先生から
　自分が好き、人が好き、そして遊びが好きな35名のお友だち。優しい心を大
切に、仲良し１年生になってください。

放送日のお知らせ

放 送 時 間

東御市保育園・幼稚園　卒園記念番組

『みんな元気に! もうすぐ1年生』

とうみチャンネル

◦田中保育園	 3月13日（金）、18日（水）
◦滋野保育園	 3月 6日（金）、16日（月）
◦祢津保育園	 3月 7日（土）、16日（月）
◦和保育園	 3月12日（木）、17日（火）
◦北御牧保育園	 3月 8日（日）、17日（火）
◦海野保育園	 3月14日（土）、18日（水）
◦くるみ幼稚園	 3月15日（日）、19日（木）

9：00～／15：00～／21：00～

滋野保育園

北沢美良園長先生から
　いつも元気いっぱい！皆さんの笑顔が大好きです。たくさんの出会
いを大切にして、大きくはばたいてくださいね。

（2015年 3月）市報とうみ 10



もうすぐ1年生!
　４月から１年生になる
皆さんを紹介します。
　この３月に市内の保育
園、幼稚園を卒園するお
友だちは267名です（2月
20日現在各園調べ）。
　もうすぐ１年生！小学
校でも、友だちたくさん
つくろうね。

田中保育園

和保育園

海野保育園 くるみ幼稚園

高橋富士子園長先生から
　たくさんの出会いを大切にして、心と心のキャッチボールがじょうずにできる
小学生になってくださいね。

柳沢和子園長先生から
　保育園の思い出を大切にして、小学校へいってもたくさんの友だちとなかよしにな
りましょう。優しい心で、笑顔が素敵な人になってくださいね。

関旦子園長先生から
　かもしか組の皆さんが、リズムや登山で育てたたくましい体や、
県内外の年長さん達との交流で身につけた協力し合う力や、和紙
への描画でみせた集中力等は、これからの成長の大きな礎となるこ
とでしょう。卒園おめでとう。そしてたくさんの笑顔をありがとう。

柳沢直園長先生から
　みあげてごらんよくるみの木、はっぱがよんでる手を
ふって、あかるいよい子になるように、みんなが大きくな
るように。

市報とうみ（2015年 3月）11



西
さいとう

藤　蒼
そう

真
ま

くん（島川原）
（１歳、H26. 3.12生）

田
た

口
ぐち

　樟
しょう

くん（下八重原）
（１歳、H26. 3.18生）

田
た

村
むら

　芽
め

依
い

ちゃん（田中）
（１歳、H26.03.26生）

荻
おぎ

原
はら

　陸
りく

斗
と

くん（片羽）
（２歳、H25.03.06生）

須
す

田
だ

　萌
ほ

乃
の

香
か

ちゃん（片羽）
（３歳、H24.03.03生）

高
たか

木
ぎ

　康
こう

成
せい

くん（田中）
（３歳、H24.03.08生）

相
あい

場
ば

　彩
さ

希
き

ちゃん（乙女平）
（１歳、H26.03.24生）

西
にしいり

入　将
まさはる

晴くん（羽毛山）
（２歳、H25.03.02生）

石
いし

川
かわ

　聡
そう

真
ま

くん（本海野）
（２歳、H25.03.06生）

篠
しの

原
はら

　美
み

桜
お

ちゃん（西宮）
（２歳、H25.03.19生）

阿
あ

部
べ

　大
だい

誠
せい

くん（別府）
（３歳、H24.03.08生）

竹
たけ

重
しげ

　彩
いろ

春
は

ちゃん（羽毛山）
（３歳、H24.03.08生）

　蒼真 1 歳のお誕生日おめでとう♥蒼真
の成長と共に、パパとママも親として成
長する事が出来て本当に幸せだよ♥蒼真
の笑顔がパパママにとって世界で一番の
宝物です。

　１才のお誕生日おめでとう！！元気いっ
ぱいでお姉ちゃん大好きなしょうくん♥
これからもすくすく育ってネ！

　芽依、１歳のお誕生日おめでとう！！こ
れからも沢山食べていっぱいおてんばし
てね♪チャイルドシートには、ちゃんと
乗ろうね (>_<)

　りくちゃん 2 歳のお誕生日おめでとう
♥沢山おしゃべりできるようになって毎
日楽しいね★これからも元気にすくすく
大きくなってね

　萌乃香、お誕生日おめでとう！！最近
はすっかりお姉さんらしくなって、４月
からは保育園だね　たくさんお友達を
作って、いっぱい遊んでね★これからも
すくすく大きくなってね♥

　こうちゃん、３歳のお誕生日おめでと
う！！元気に育ってくれて嬉しいです。４
月から楽しみにしていた保育園だね。楽
しい毎日が過ごせますように。

　彩希ちゃん！1 歳のお誕生日おめでと
う♥お兄ちゃんが大好きな彩希ちゃん　
これからも兄妹仲良く元気に育ってネ♥

　将晴くん、２歳のお誕生日おめでとう。
いつも皆を幸せにしてくれてありがとう。
これからも沢山遊んで大きくなってね。

　２歳のお誕生日おめでとう。聡真の
日々の成長を見るのが嬉しいです。これ
からもすくすく大きくなぁれ★

　みお♥２歳のお誕生日おめでとう♫お
話が上手になってきたね！これからもお
兄ちゃんと仲良く元気に育ってね

　♥大 誠♥３歳のお誕 生日おめでと
う！！いよいよ 4 月から保育園だね！ずっ
と楽しみにしていたよね♫たくさんお友
達と遊んで元気に大きくなってね

　HAPPY BIRTHDAY ♫いーちゃん♥
お兄ちゃんのマネッ子でちゃめッ気たっ
ぷりのいーちゃんが大好きだよ♥４月か
ら保育園！！楽しみだね★★★

誕生日おめでとう！（3月生まれ）

（2015年 3月）市報とうみ 12



馬
ば

場
ば

　桃
もも

里
り

ちゃん（日向が丘）
（３歳、H24.03.25生）

春
すの

原
はら

　芽
めいさ

咲ちゃん（田中）
（３歳、H24.03.28生）

藤
ふじ

岡
おか

　陽
ひ な た

笑ちゃん（田中）
（３歳、H24.03.21生）

　ももちゃん、３歳のお誕生日おめでと
う！！お姉ちゃんの真似が大好きなもも
ちゃん★これからも姉妹仲良く大きく
なってね

南
みなみさわ

澤　拓
たく

弥
み

くん（海善寺北）
（3歳、H24.03.15生）

　拓弥３歳の誕生日おめでとう♥得意の
モノマネで家族みんなを楽しませてくれ
ます♪元気にスクスク育ってね！

　めいちゃん３歳のお誕生日おめでとう
♥お姉ちゃんと一緒に歌をうたったり、
ダンスをしたり♪これからも仲良く元気
に大きくなってね！

　陽笑、３歳のお誕生日おめでとう♥い
つもニコニコ笑顔で元気な陽笑　これ
からもいっぱい遊んで笑って楽しく過ご
そうね♥

（対象者 4月生まれの １
●

 歳）
　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・TEL・
コメント50字程度を添えて、企画財政課広報担当までお送りください。
　締め切りは、3月9日（月）必着。

☆募集します！！☆

●家庭では、子どもに次のような役割を持たせま
しょう
◦玄関や庭、家の中の掃除	 ◦新聞取り
◦食事の際の配膳や片付け	 ◦調理の手伝い
◦草取り	 ◦農作業の手伝い
◦遊んだ後の片付けや机上の整理

●子どもが温かい家庭で育つため、わが家で実行
したいことを決めましょう

わが子の健やかな
成長のために

お手伝いする子に

家族で話し合い、「わが家の○か条」に
取り組みましょう

今月のメッセージ

東御市家庭の教育力向上を図る委員会

　

子
ど
も
た
ち
3
人
と
家
の
庭
で

雪
遊
び
を
し
ま
し
た
。

　

寒
く
て
も
や
っ
ぱ
り
外
遊
び
、

雪
遊
び
が
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
。

私
も
童
心
に
帰
っ
て
、
か
ま
く
ら

づ
く
り
を
し
、
汗
を
か
く
ほ
ど
真

剣
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
月
は
、
滋
野
保
育
園
に
通
う

有あ
る

賀が

香か

唯い

里り

ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
が
で

ま
す
。
黙
々
と
雪
を
運
ぶ
長
女
に

対
し
、
雪
を
集
め
て
山
に
し
た
り
、

水
を
か
け
た
り
と
違
う
作
業
を
す

る
次
女
。
雪
が
少
な
く
、
か
ま
く

ら
で
は
な
く
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

冬
は
保
育
園
や
学
校
で
、
ト
ラ

ン
プ
や
こ
ま
回
し
な
ど
を
し
て
い

る
の
で
、
家
で
も
毎
日
の
よ
う
に

遊
ん
で
い
ま
す
。
私
自
身
、
こ
ま

回
し
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受

け
、
回
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

親
子
で

ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

最
近
、
ど
ん
な
遊
び
を

し
ま
し
た
か
？

お
子
さ
ん
と
ふ
れ
あ
う
た
め

に
、や
っ
て
い
る
こ
と
は
？

新
し
い
発
見
は

あ
り
ま
し
た
か
？
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図
書
館
へ
行
こ
う

東
御
市
立
図
書
館　

☎
64

−

５
８
８
６

3
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

【
祝
！
北
陸
新
幹
線 
長
野
ー
金
沢
間
開
業
～
よ
う
こ
そ
デ
ィ
ー
プ
な
鉄
道
世
界
へ
～
】

◦
い
ま
こ
そ
楽
し
み
た
い 
新
幹
線
の
旅

梅う
め

原は
ら　

淳じ
ゅ
ん

：
著

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

◦
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
鉄
ち
ゃ
ん 

鉄
道
発
車
！

　

今
の
鉄
道
が
で
き
る
ま
で

キ
ッ
ズ
鉄
道
探
検
隊
：
著

い
か
だ
社

館長の つぶ やき
　図書館に近い田中小学校と東部中学
校から、卒業式と入学式のご案内をい
ただき出席しています。卒業式では、
それぞれの学業を終え次の新たな舞台
に立とうとしている皆さんの姿、身も
心も大きく成長された皆さんに接し胸
いっぱいになります。先生方、先輩の
皆さんからのお祝いや励ましの言葉を
胸に、おうちの皆さんが応援してくれ
たことへの感謝も忘れずに、と願いま
す。図書館で読書や学習に励んでいた
皆さんと、今年の式場では何人出会え
るのか楽しみです。
　大きく、新しく生まれ変わった図書
館のいろんな顔をお伝えしてきた「つ
ぶやき」も、この号をもってひとまず
卒業です。ありがとうございました。

（飯島）

  

◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

・
知
っ
て
お
き
た
い
防
災
新
常
識
大
事
典

…
…
…
国く

に

崎ざ
き　

信の
ぶ

江え

：
監
修

・
草
間
彌
生　

芸
術
の
女
王

…
…
…
建た

て

畠は
た　

晢あ
き
ら

：
監
修

・
日
本
の
名
城
解
剖
図
鑑

…
…
…
米よ

ね

澤ざ
わ　

貴た
か

紀の
り

：
著

・
く
る
み
健
康
レ
シ
ピ　

脳
と
血
管
が
若

返
る
！　

…
…
…
井い

の

上う
え　

浩ひ
ろ

義よ
し

：
監
修

・
避
難
所

…
…
…
垣か

き

谷や　

美み

雨う

：
著

◆
児
童
書

・
空
を
飛
ぶ
生
き
物
た
ち

…
…
…
東あ

ず
ま　

昭あ
き
ら

：
監
修

・
牧
場
・
農
場
で
働
く
人
た
ち

…
…
…
大お

お

浦う
ら　

佳か

代よ

：
作

・
こ
め
か
く
し

…
…
…
高た

か

田だ　

桂け
い

子こ

：
作

・
い
き
も
の
と
こ
や

…
…
…
塚つ

か

本も
と　

や
す
し
：
作

・
ぷ
ん
ぷ
ん
お
ば
け

…
…
…
な
か
が
わ　

ち
ひ
ろ
：
作

日 月 火 水 木 金 土
1 ❷ 3 4 5 6 7
8 ❾ 10 11 12 13 14
15 � 17 18 19 20 21
22 � 24 25 26 � 28
29 � �

3 月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

開館時間	 平日／9:00〜18:30
	 土・日・祝日／9:00〜17:00

祝日も開館しております。

図
書
館 

Ｑ
＆
Ａ

　
図
書
館
で
は
、
本
以
外
の
も
の

で
調
べ
も
の
を
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
か
？

　

図
書
館
で
は
現
在
、
次
の
3
種

類
の
商
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
パ
ソ

コ
ン
で
閲
覧
・
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◦「
信
濃
毎
日
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

　

明
治
か
ら
現
在
ま
で
の
新
聞
が
、

キ
ー
ワ
ー
ド
や
日
付
な
ど
で
検
索
で
き

ま
す
。
出
来
事
や
特
定
の
日
の
新
聞
の

検
索
に
と
て
も
便
利
で
す
。

◦「
ル
ー
ラ
ル
」

　

農
業
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
す
。

病
害
虫
や
作
物
に
関
す
る
情
報
の
ほ
か
、

食
材
の
加
工
や
郷
土
食
に
つ
い
て
も
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦「
ポ
プ
ラ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
」

　

児
童
向
け
百
科
事
典
「
ポ
プ
ラ
デ
ィ

ア
」
の
電
子
版
で
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
で

簡
単
に
検
索
が
で
き
、
写
真
を
見
た
り
、

虫
や
鳥
の
声
の
音
源
再
生
も
で
き
ま
す
。

※
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
閲
覧
を
ご
希
望
の

方
は
、
利
用
者
カ
ー
ド
を
提
示
し
、

カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

QA
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左
の
イ
ラ
ス
ト
は
お
勧
め
し
た
い
親
子

の
ふ
れ
あ
い
遊
び
で
す
。
こ
れ
以
外
に
も
、

か
く
れ
ん
ぼ
や
お
ま
ま
ご
と
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ふ
れ
あ
い

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
は
、
3
歳
頃
に
な
る
と
親
か
ら

離
れ
て
友
達
と
の
遊
び
を
楽
し
む
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
の
頃
ま
で
に
様
々
な
体
験

や
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
甘
え
る
こ
と
の

喜
び
や
人
と
交
わ
る
こ
と
の
楽
し
さ
、
物

を
作
る
こ
と
の
面
白
さ
、
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る

緊
張
感
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
の

達
成
感
な
ど
を
学
ば
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

笑
う
よ
う
に
な
っ
た
り
、
歩
く
よ
う
に

な
っ
た
り
、
言
葉
を
発
す
る
よ
う
に
な
っ

た
り
…
、
お
子
さ
ん
の
成
長
は
、
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
、
ご
家
族
に
と
っ
て
楽
し

み
な
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
子
ど
も
の
成
長
に
欠
か
せ
な

い
親
子
の
ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
が
自
尊
心
と
自
信
を
持
っ
て
、

人
と
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
大
切

笹
ささ

井
い

涼
りょうこ

子　保健師

生
き
活
き 

長
生
き

　
　
　

健
康
と
う
み 

�

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

連載
シリーズ子

ど
も
の
成
長
を
促
す
親
子
の
ふ
れ
あ
い

な
基
盤
と
な
る
の
が
基
本
的
信
頼
感
で
す
。

こ
の
基
本
的
信
頼
感
は
、
親
子
の
ふ
れ
あ

い
に
よ
っ
て
育
ま
れ
ま
す
。
生
後
間
も
な

い
時
期
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
や
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

親
子
の
ふ
れ
あ
い
は
、
大
人
も
楽
し
い

と
思
う
こ
と
が
大
切
で
す
。「
遊
ば
な
け

れ
ば
！
」
と
構
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

や
り
方
は
気
に
せ
ず
、
笑
っ
て
楽
し
く

ふ
れ
あ
い
ま
し
ょ
う
。

　

繰
り
返
し
何
度
で
も
や
っ
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
子
ど
も
は
何
歳
に
な
っ
て
も
喜

ん
で
く
れ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト 

１

ポ
イ
ン
ト 

２

ポ
イ
ン
ト 

３

☆
菜
の
花
の
お
吸
い
物 �

●
材
料
（
６
人
分
）

　

菜
の
花..............................

1/3
束

　

花
麩ふ..................................

12
枚

　

ゆ
ず
（
皮
）.........................

少
々

　

薄
口
し
ょ
う
ゆ....

小
さ
じ
1
・
5

　

み
り
ん.......................

大
さ
じ
1

　

塩.....................................

適
量

　

だ
し
汁.......................

9
0
0
㏄

●
作
り
方

①
菜
の
花
は
さ
っ
と
塩
茹ゆ

で
す
る
。

②
花
麩
は
水
で
も
ど
す
。

③
鍋
に
し
ょ
う
ゆ
、
み
り
ん
、
塩
、

だ
し
汁
を
入
れ
て
ひ
と
煮
し
、
軽

く
水
を
し
ぼ
っ
た
②
の
花
麩
を
加

え
る
。

④
器
に
①
の
菜
の
花
を
入
れ
て
か
ら

③
を
注
ぎ
、
ゆ
ず
の
皮
の
せ
ん
切

り
を
添
え
る
。

基
本
的
信
頼
感
を
育
む

親
子
の
ふ
れ
あ
い

ま
ず
は
楽
し
く
や
っ
て
み
よ
う
！

ふ
れ
あ
い
遊
び

３
歳
ま
で
に
様
々
な
学
び
を

♥アイコンタクト
　目と目を合わせることで、気
持ちを共有することができます。

♥優しい微笑みと声掛け
　父母の優しい笑顔と声が安
心感を育みます。

♥肌と肌とのふれあい
　肌の温もりが伝わり、触られ
ることの嬉しさを感じます。

オムツ替えの後に
スキンシップ

おんぶして
よーい！どん！

抱っこして
ぎゅ～

いないいないばぁ

一本橋
こちょこちょ

市報とうみ（2015年 3月）15



〈
事
例
〉

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
引
越
業

者
Ａ
社
に
見
積
も
り
を
依
頼
し
た
。
す
ぐ

に
Ａ
社
か
ら
電
話
が
あ
り
、
口
頭
で
見
積

額
が
提
示
さ
れ
た
。さ
ら
に
、相
手
の
ペ
ー

ス
で
話
が
進
み
、
段
ボ
ー
ル
や
契
約
書
類

を
送
る
と
言
わ
れ
、
よ
く
考
え
ず
に
了
承

し
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
、
Ｂ
社
か
ら
も
見
積
も
り
を
取

り
、
結
果
的
に
Ｂ
社
と
の
契
約
を
決
め
た
。

　

後
日
、
Ａ
社
に
は
契
約
を
断
っ
た
が
、

段
ボ
ー
ル
の
代
金
と
送
料
を
請
求
さ
れ
た
。

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

　

心
配
な
場
合
は
、
市
民
課
生
活
環
境
係
、

ま
た
は
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
民
課
生
活
環
境

係
で
は
、
火
〜
金（
祝
日
除
く
）の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
専
門
の
消
費

生
活
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

・
引
越
業
者
を
選
ぶ
際
は
、
複
数
の
業
者

か
ら
見
積
も
り
を
取
り
、
作
業
員
数
や

補
償
等
、
価
格
以
外
の
条
件
に
つ
い
て

も
よ
く
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
契
約
時
は
見
積
書
を
受
け
取
る
と
と
も

に
、
必
ず
事
業
者
の
約
款
を
確
認
し
、

疑
問
点
が
あ
れ
ば
事
業
者
に
聞
き
ま

し
ょ
う
。

・
梱
包
用
の
段
ボ
ー
ル
の
返
送
料
等
を
め

ぐ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
契
約
先
が
確
定
す
る
前
に
は
受

け
取
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
紛
失
や
損
傷
が
あ
る
場
合
は
、
事
業
者

に
速
や
か
に
連
絡
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
引
っ
越
し
が
完
了
し
た
ら
す
ぐ
に

荷
物
の
状
態
等
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

◦
市
民
課　

生
活
環
境
係

　

☎
64

－

５
８
９
６

◦
消
費
生
活
相
談
員
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
９
０

－

５
５
８
０

－

１
７
０
２

　

※
火
～
金
（
祝
日
除
く
）
の
午
前
8
時

30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

◦
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
27

－

８
５
１
７

回

答

引
っ
越
し
サ
ー
ビ
ス
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』

わ
た
な
べ

し
ん  

や �

東
京
都
世
田
谷
区
に
は
、
子
ど
も
を
中
心

に
考
え
て
運
営
さ
れ
て
い
る
「
プ
レ
ー

パ
ー
ク
」
と
い
う
公
園
が
あ
り
ま
す
。
区

と
地
域
住
民
、
プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
（
遊
び

を
導
く
ス
タ
ッ
フ
）
と
の
協
力
で
運
営
さ

れ
て
い
る
こ
の
公
園
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
自

分
の
責
任
で
自
由
に
遊
ぶ
」。〝
事
故
は
自

分
の
責
任
〟
と
い
う
考
え
方
の
下
、
子
ど

も
た
ち
は
思
い
思
い
の
遊
び
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

現
在
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
遊
べ
る

場
所
は
、
地
方
で
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
が
子
ど
も
ら
し
く
遊
ぶ
時
に

は
ケ
ガ
は
つ
き
も
の
で
す
。
小
さ
な
ケ
ガ

の
積
み
重
ね
は
身
の
こ
な
し
の
向
上
だ
け

で
な
く
、
実
は
「
生
き
る
力
」
そ
の
も
の

つ
な
が
っ
て
い
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
よ
う
な
考
え
方

で
遊
び
を

経
験
で
き

る
場
所
は

増
え
て
い

く
の
か
も

し
れ
ま
せ

ん
。

引
用
文
献
：
日
本
発
育
発
達
学
会
編（
2
0
1
4
）

『
幼
児
期
運
動
指
針
実
践
ガ
イ
ド
』杏
林
書
院

　

最
近
の
子
ど
も
た
ち
は
、
保
護
者
世
代

に
比
べ
て
頭
や
顔
面
の
負
傷
率
が
高
く

な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
示
唆
す
る
の
は
、
転
ん
だ
時
に
反
射
的

に
手
を
つ
い
た
り
、
受
け
身
を
取
っ
た
り

と
い
う
危
険
を
回
避
す
る
能
力
の
低
下
で

す
。
本
来
は
ニ
足
歩
行
を
始
め
て
か
ら
転

ぶ
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返
す
中
で
、
無
意

識
に
手
を
つ
い
て
頭
部
や
顔
面
を
守
る
防

衛
反
応
を
体
得
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が

で
き
な
い
ま
ま
成
長
す
る
子
ど
も
た
ち
が

増
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
外
で
か
ら
だ
を
使
っ
て

遊
ぶ
時
、
不
安
定
な
場
所
を
移
動
し
て
姿

勢
変
化
を
繰
り
返
す
の
で
、
し
ば
し
ば
、

ぶ
つ
け
た
り
、
転
ん
だ
り
し
て
ケ
ガ
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
子
ど

も
た
ち
は
徐
々
に
身
の
こ
な
し
を
体
得
し
、

周
辺
視
野
を
広
げ
な
が
ら
次
に
起
こ
る
危

険
を
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
幼
少
期
に
小
さ
な
ケ
ガ
を
繰
り

返
し
な
が
ら
活
発
に
遊
ぶ
こ
と
は
、
将
来

の
大
き
な
ケ
ガ
や
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
の
大
切
な
予
防
策
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。

　

さ
て
、
子
ど
も
が
自
由
に
遊
べ
る
場
所

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
今
日
に
お
い
て
、

ケ
ガ
予
防

（2015年 3月）市報とうみ 16
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ラ
イ
タ
ー
は
、
ガ
ス
抜
き
を
せ
ず
に
ご

み
と
し
て
廃
棄
す
る
と
、
発
火
の
恐
れ
が

あ
り
大
変
危
険
で
す
。

　

必
ず
次
の
方
法
で
ガ
ス
を
抜
き
、
中
身

が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
、

ご
み
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

①
周
囲
に
火
の
気
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
②
着
火
レ
バ
ー
を
押
し
下
げ
る

※
着
火
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
火
を
吹
き
消
す
。

③
輪
ゴ
ム
や
粘
着
テ
ー
プ
で
、
レ
バ
ー
を

押
し
下
げ
た
ま
ま
固
定
す
る

④
こ
の
状
態
の
ま
ま
、
火
の
気
の
な
い
風

通
し
の
よ
い
屋
外
に
半
日
か
ら
1
日
置

く
⑤
着
火
操
作
を
し
て
、
火
が
着
か
な
け
れ

ば
、
ガ
ス
抜
き
は
完
了

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
の

正
し
い
廃
棄
方
法

（130）

み
ん
な
で
学
び
合
う
醍
醐
味

お
お  

い

す

　み

　こ

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

大
居
壽
美
子

　
「
東
御
市
に
は
同
和
地
区
が
あ
る
か
教

え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
よ
う
な
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
な
ぜ

知
り
た
い
か
と
い
う
問
い
に
は
な
か
な
か

答
え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
っ
と

わ
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
こ
に
本
籍
地
を
置

き
た
く
な
い
と
い
う
理
由
で
し
た
。
対
応

さ
れ
た
職
員
の
方
は
「
そ
れ
は
差
別
や
人

権
侵
害
に
つ
な
が
る
こ
と
な
の
で
教
え
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
答
え
ら
れ
た
そ
う

で
す
が
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
思
わ
れ

た
の
か
と
伺
う
と
相
手
の
方
は
自
分
の
こ

と
は
言
う
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
電

話
を
切
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
も
し
自
分
だ
っ

た
ら
、
ど
う
対
応
し
た
だ
ろ
う
か
、
的
確

に
対
応
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

結
婚
や
雇
用
の
際
に
出
身
地
を
調
べ
て
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
差
別
す
る
こ
と
が
ま

だ
起
き
て
い
ま
す
。
人
は
生
ま
れ
る
と
こ

ろ
を
選
ん
で
く
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

愛
さ
れ
、
一
人
一
人
が
大
切
に
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
生
ま
れ
て
く
る
の
で
す
。

今
で
も
週
刊
誌
な
ど
で
身
元
暴
き
の
記
事

が
出
る
と
売
れ
ゆ
き
が
伸
び
る
と
い
う
の

で
、
再
三
こ
う
し
た
う
わ
さ
話
的
な
記
事

が
出
る
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
に
と
「
本

人
通
知
制
度
」
が
東
御
市
に
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
第
三
者
に
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍

謄
本
が
交
付
さ
れ
た
時
、
本
人
へ
そ
の
事

実
を
通
知
す
る
制
度
で
す
。
こ
れ
に
よ
り

不
正
請
求
や
不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権

利
の
侵
害
の
抑
止
や
防
止
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

知
ら
な
い
う
ち
に
持
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

思
い
込
み
、
偏
見
、
差
別
で
人
を
傷
つ
け

て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
に
は
何
が
必
要

な
の
で
し
ょ
う
。

　

私
は
人
権
セ
ミ
ナ
ー
や
学
習
会
な
ど
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
部
落
差
別
の
歴

史
や
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
正
し
く
知
る
こ

と
の
重
要
性
、
県
や
市
町
村
が
出
し
て
い

る
人
権
に
関
す
る
資
料
を
読
み
込
む
こ
と

の
大
切
さ
、
異
な
る
文
化
や
環
境
が
あ
る

こ
と
を
お
互
い
に
認
め
合
う
こ
と
の
大
切

さ
、
そ
し
て
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
た
意
見
を
出
し
合
い
聴
き
合
う

こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
ま

た
知
ら
ず
知
ら
ず
に
使
っ
て
い
た
自
分
の

言
葉
の
中
に
も
ひ
ど
い
言
葉
が
あ
る
こ
と

も
学
び
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。
申
し
訳
な

く
思
う
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
は
決
し
て

口
に
す
ま
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
違
っ
て
い
た
自

分
の
目
が
開
か
れ
、
新
し
い
生
き
方
や
心

で
、
人
と
の
出
会
い
が
で
き
る
こ
と
の
喜

び
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
自
分
を
縛
っ

て
い
る
自
分
自
身
に
対
す
る
間
違
っ
た
見

方
か
ら
も
解
放
さ
れ
、
自
分
も
人
も
大
切

に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま

す
。
み
ん
な
で
学
び
合
っ
て
い
く
こ
と
の
醍

醐
味
で
す
。

ガ
ス
抜
き
の
手
順

使い捨てライターの出し方
東部地区

出
し
方

収
集
日

北御牧地区
名前を記入した透明のポリ袋にライ
ターのみを入れて、ごみステーショ
ンに出す

ごみステーションのラ
イター専用コンテナへ
直接入れる

●毎月第₄月曜日
　田中地区（常田区と田中区を除く）、
　滋野地区

●毎月第₄火曜日
　常田区、田中区、祢津地区、和地区

₅月と 11月の
第₃月曜日

炎
調
整
レ
バ
ー
を
最
大
に
す
る

市報とうみ（2015年 3月）17



〈広告欄〉

まるごと生活百科

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

3月の納税 （納期限 3月31日）

◦国民健康保険税（普通徴収）（10期）
◦後期高齢者医療保険料（普通徴収）（9期）
◦介護保険料（普通徴収）（9期）

●詳しくは東御消防署まで　☎62－ 0119
住宅用火災警報器を設置しましょう!!

平成27年 1月 平成26年 1月
最高気温 12.3℃（26日） 11.9℃（30日）
最低気温 − 10.1℃（18日） − 10.4℃（16日）
平均気温 − 0.2℃ − 0.8℃
平均湿度 72.1％ 70.0％
降 水 量 34.0㎜ 10.0㎜

市内交通事故統計 　1月分
平成27年 1月31日現在

当月分 累計（注1） 前年比
件 　 数 13件 13件 −3件
傷 　 者 16名 16名 −2名
死者（注2） 00名 00名 ±0名

こちら119（東御消防署）
＝ 1月の火災・救急件数＝

火災 1件 	 救急 101件 

（注1）平成27年1月からの累計　（注2）事故発生後24時間以内の死者数

原付・軽自動車の手続きは
	 お早めに！！
　軽自動車税は毎年４月１日現在で軽自動車等を所有
している方に１年分が課税されます。廃車や住所変更、
名義変更は今年度内に手続きを行ってください。
　なお、３月末は取扱窓口が混雑しますので、早めの
手続きをお勧めします。

※内容により必要書類等が異なりますので、各窓口に
電話確認のうえ手続きを行ってください。

税務課　住民税係（市役所本館）　☎62-1111（代表）

長野県自家用自動車協会上小支部
上田市住吉65番地　☎22-0595

北陸信越運輸局長野運輸支局
長野市西和田１丁目35番 4号　☎050‐5540‐2042

₂輪車（126cc～ 250cc）、₃輪車、₄輪車

【軽自動車】

125cc 以下のバイク、ミニカー

【原動機付自転車】

農耕作業用（トラクター等）、特殊作業用（フォー
クリフト等）

【小型特殊自動車】

【二輪の小型自動車（250cc超）】

税のワンポイントアドバイス

取 扱 窓 口
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〈広告欄〉

年金の異動はお済みですか

国民年金アドバイス

　３月から４月にかけては就職や退職、引越しなどの異動が多い時期です。異動に伴い、年金の手続きが必要に
なる場合がありますので、忘れずに届出をお願いします。
　なお、届出に必要な持ち物については、各届出先へお問い合わせください。

こんなときに異動届出が必要になります

●問い合わせ先　小諸年金事務所　☎0267－22－1080 ／ 市民課　国保年金係　☎75 － 8810

○20歳以上60歳未満の方
こんなとき 必要な手続き 届出先

会社を退職した
（厚生年金や共済年金の資格を喪失
した）

国民年金に加入する。
【ご注意ください】
　次の方も国民年金の加入手続きは必要です。
　◦健康保険を任意継続した方
　◦会社員等の配偶者に扶養されていた方

市　役　所

就職して厚生年金や共済年金に加入
した

国民年金から厚生年金に切り替える。 勤　務　先

国民健康保険加入者は年金の届出とは別に、国
民健康保険の脱退手続きが必要です。

市　役　所

住所が変わった
氏名が変わった

住 所 変 更
届出・氏名
変更届出を
する。

①厚生年金・共済年金加入者 勤　務　先

②厚生年金・共済年金に加入して
いる配偶者に扶養されている方

配偶者の勤務先

③上記の①、②以外の方 市役所（住民票異動届と併せて）
保
険
料
関
係

口座振替で払いたい 「口座振替納付申出書」を提出する。 市役所または金融機関窓口

支払いの免除や猶予を希望する 「保険料免除・納付猶予申請書」を提出する。 市　役　所

学生で支払いが難しい 「学生納付特例申請書」を提出する。 市　役　所

○年金を受けている方
こんなとき 必要な手続き 届出先

住所が変わった 「年金受給者住所変更届」を提出する。 小諸年金事務所
※用紙（ハガキ）は市役所に

ありますので、記入後に投函
してください。氏名が変わった 「年金受給者氏名変更届」を提出する。
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ートピックスー　地域の話題

　上田交通安全協会副会を務める渡
わた

邊
なべ

重
しげ

一
かず

さん（常田）が、警察
庁などの交通栄誉章・緑十字金章（優良運転者）を受章し、₁月
23日に市役所で受章の喜びを報告しました。
　緑十字金章は、長年交通安全運動に尽力した人に贈られる交通
栄誉章の最高章で、渡邊さんは46年にわたり交通安全協会の役員
を歴任した実績のほか、交通少年団の結成に尽力されたことなど
が評価され、受章が決まりました。
　渡邊さんは「先輩の皆さんの指導や、共に交通安全運動を展開
した仲間の皆さんの支えがあって受章に至った」と振り返り、周
囲への感謝の意を表していました。

　市中央公民館で₂月₅日、東御市高齢者クラブ連合会女性部
（白
しら

倉
くら

冨
ふ

士
じ

江
え

部会長）の研修会が開かれ、100名を超える会員が
家庭でも簡単にできるリズム体操を学びました。
　心身の健康づくりが目的のこの研修会では、（公財）身体教
育医学研究所の健康運動指導士、横

よこ

井
い

佳
か

代
よ

さんが講師を務め、
転倒予防などの効果があるリズム体操を紹介。参加者は、炭坑
節や千曲川などの曲が流れる中、太極拳さながらの緩やかな動
きの体操で体をほぐしました。

　市中央公民館で₁月24日、全国各地で花や樹木を活かした景観づくり
を指導する、庭園デザイナーの佐

さ

藤
とう

勇
いさ

武
む

さんが市民を前に講演しました。
　この講演会は、景観の保全と創造を図り、美しい魅力あるまちづくり
に取り組む「東御市景観を考える会」（荻

おぎ

原
はら

博
ひろ

行
ゆき

会長）が主催したもので、
佐藤さんは「おもてなしの風景 ～柳暖簾の向こうに～」と題して、柳並
木を活かした海野宿の景観づくりについて話しました。
　講演の中で佐藤さんは、「柳並木があることで奥行きが生まれ、空間
にまとまりができる」と述べ、自然樹形の剪定を心がけ、柳以外の街
路樹は樹高を低くするよう、具体的なポイントを紹介していました。

　市文化会館で₂月₆日、「明日の長野県農業を担う若人のつどい」（長
野県主催）が開かれ、県内各地から大勢の若手農業者が集まりました。
　この催しは、地域農業を担う若手農業者の研鑽と仲間意識の高揚など
を目的に毎年開かれているもので、各地の選考会で選ばれた精鋭たちが
登壇し、農業に対する思いや夢、日頃の活動や研究の成果などを発表し
ました。また、「農業経営者未来を語る」というテーマでパネルディスカッ
ションも行われ、₄人のパネラーが自らの取り組みや思いを語りました。

海野宿の柳並木を活かした景観づくりを！
庭園デザイナー 佐藤勇武さんが講演

県内若手農業者が東御に集結
農業への思いや活動・研究の成果を発表

高齢者クラブ連合会女性部
太極拳風リズム体操で健康づくり

多年にわたり地域の交通安全運動に貢献
渡邊重一さん 交通栄誉章・緑十字金章受章

▲リズム体操を楽しむ参加者

▲審査員を前に農業に対する思いを語る若手農業者

▲市民を前に講演する佐藤さん

▲緑十字金章などを披露する渡邊さん（写真左）
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ートピックスー　地域の話題

　東御市商工会は₂月16日、大日向にあった本所機能を田中商店街の一角
に移し、現地で業務をスタートさせました。新しい本所は、田中公民館の
通りにある₃階建てのビルで、₁階部分には展示会などに利用できる多目的
交流スペースと観光案内スペースが設けられ、利便性と機能が向上しました。
　なお、この移転に伴い、デマンド交通「とうみレッツ号」の受付センター
も同ビルへ移り、電話番号が変更となりました。

　加沢公民館で₂月11日、武家社会で行われた成人の儀式「元
服」にならい、数えで15歳になる中学校₂年生の成長を祝う「立
志式」が開かれました。
　式典では、同公民館の山

やま

浦
うら

利
とし

通
みち

館長が「大人としての責任と
自覚をもって一日も早く地区の宝として認められてほしい」と
激励し、生徒一人ひとりに記念品を贈りました。また、生徒代
表の髙

たか

見
み

沢
ざわ

美
み

来
く

さんは「今まで地域の皆さんや先生方、家族に
支えられてきた。感謝の気持ちを忘れずに、目標に向かって努
力するとともに、自身の行動に責任を持ち、一歩一歩進んでい
きたい」とお礼の言葉を述べていました。

　上小教職員美術作品展が開かれた丸山晩霞記念館で₂月₇日、東
部中学校美術部の生徒が、作者の教職員やそのOBらを交えて作品
の印象などについて語り合いました。
　この日は、館内の展示作品はすべてタイトルが伏せられ、生徒たち
は自らの想像力に任せて感じたままの印象を発表。続いて、作者が
制作意図を語りました。
　作者の制作意図や同じ作品に対する様々な見解にふれた生徒たち
は、「他人の考えを聞いて作品の捉え方が変わった」などの感想を述
べ、このワークショップを通じて美術鑑賞の幅を広げた様子でした。

1
・
25
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在
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」
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典
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典
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）
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・
16
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東
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齢
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祉
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画
・

第
6
期
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護
保
険
事
業
計
画

答
申

2
・
7
▼	

交
通
少
年
団
退
団
式

東御市商工会本所 田中商店街に移転

地域で祝う 大人としての出発点
加沢公民館で立志式

対話を通じ作品の印象を深めよう
丸山晩霞記念館でワークショップ

▲東御市商工会の新しい事務所（本所）

▲記念品を受け取る中学生

▲作者を交えて作品の印象を語り合う

で
き
ご
と
短
信

　　　　　東御市田中 178 － 2
東御市商工会事務所（本所）　☎75 －5536　FAX 75 －0875
とうみレッツ号受付センター　☎63 － 1717

所在地

訂正とおわび
　 市 報 と う み 2 月 号

（No.130）6 頁に掲載し
た「部門別職員数の状況」
の表中に誤りがありまし
た。次のように訂正して
おわび申し上げます。

誤 平成24年

正 平成26年
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します！ 私たちの活動紹介
市 報

人の動き
（2月１日現在）

世帯数
11,720世帯（− 2）

総人口
30,925人（−11）
男 15,257人（−12）
女 15,668人（＋ 1）

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

転入	 83人
転出	 81人
出生	 19人
死亡	 32人

※カッコは前月対比
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平成27年
3月2日発行

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）と
させていただきます。

＠とうみあっと

QRコード

配信情報
市内火災情報、災害情報、
不審者情報など

tomi_jh@eml.city.tomi.nagano.jp

　登録をご希望の方
は、下記のメールアド
レスへ空メールを！
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編
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No.12

　市では、市内で地域づくりやボランティア活動を行う市民活動団体を市ホームページで紹介しています。
　登録をご希望の団体は、ホームページから申請書をダウンロードし、必要事項を記入、押印の上、下記へ
提出してください。
●問い合わせ先　地域づくり支援室　☎71－6790 東御市　市民活動団体 検索

市 民 活 動 団 体 登 録 制 度 の ご 案 内

　今回は、市内で手話の普及などに取り組む団体の紹介です。

　当サークルは、30年以上にわたり手話の普及活
動や聴覚障がい者の皆さんとの交流を続けている
団体です。現在の会員数は20代から60代までの14
名で、その多くは同じ職場や地域で暮らす聴覚障が
い者の方との出会いがきっかけで手話に興味を持ち、
活動に参加しています。
　活動の時間は毎月第1～ 4火曜日の夜７時30分か
らで、市総合福祉センターをお借りして手話単語な
どを学習しているほか、手話会話を実践する場とし
て、聴覚障がい者の皆さんとの交流会も行っていま
す。言葉に方言があるのと同様に、手話にも地域性
があり、交流会はこの地域に根付いた手話を学ぶよ
い機会にもなっています。

手話の普及を目指して

　当サークルでは、東御市聴覚障害者協会のイベン
トにも参加し、協会員の皆さんとの親睦を深めてい
ます。その中で毎回感心させられるのは、顔の表情
などを交えた、皆さんの豊かな表現力です。
　聴覚障がい者の皆さんとのコミュニケーションを
楽しみながら、豊かな表現力を磨き、相手に伝わる
分かりやすい手話を実践していけたらと願っていま
す。

相手に伝わる豊かな表現力を…

手話サークル もみじ

代表

髙
たか

橋
はし

　美
み

也
や

子
こ

さん（本海野）

▲「東御の日」に表彰されました


